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1.まえがき

本研究の目的は､誘電体共振器法により高温超電導薄膜の表面抵抗を高精度に評価するとともに､その高

温超電導薄膜を用いて､2GHz帯における小形･低損失なマイクロストリップ形集中定数フィルタの設計手法

を確立することにある｡

2.高温超電導薄膜の評価

フィルタの挿入損失は､高温超電導薄膜の表面抵抗の大きさに依存する｡従って､フィルタを設計する際

には､高温超電導薄膜の表面抵抗を誘電体共振器法により高精度に測定する必要がある｡サファイア共振器

を用いた22GHzにおけるYBCO薄膜の測定結果より､20Kにおける表面抵抗は0.3mE2となり､銅と比較して

3/100に低損失であることを明らかにした｡

3.集中定数フィルタの設計

当研究室において､264MHzにおける高温超電導マイクロストリップ形集中定数5段BPFの設計が行われ､

その小形低損失性が実証された｡本研究では､移動体基地局用フィルタの小形化と低損失化を同時に満たす

ことを目的として､YBCO薄膜を用いた中心周波数 2.15GHz,帯域幅21.5MHzをもつ 6段帯域通過フィルタ

(BPF)の設計を､超電導効果によるカイネティツクインダクタンスを考慮して行った｡フィルタパターンは､

薄膜面積20×20mm2内に収めることができ､従来の分布定数BPFと比較して約 1/2に小形化できることを実

証した｡
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